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「道の駅整備による地域活性化」

《地域力創造アドバイザー派遣》 



 

竹原市内のとある広大な敷地に建設中の道の駅。13

億円にのぼる投資は、竹原市にとって十数年に一度の

大規模プロジェクトである。この貴重なチャンスをまち

の活性化につなげようと、今、生産者や商業者等、市

民を巻き込んで、地場産品の開発やブランド化が進め

られており、地域は活力を取り戻しつつある。様々な産

業活性化方策につながる等、道の駅の整備は、竹原市

の玄関口をつくるという以上の意味を持ちそうだ。“道

の駅整備事業”で大きな役割を果たしたのは、地域力

創造アドバイザーとして派遣された中澤
なかざわ

さかな氏である。

彼は、「指導」するのではなく、アシスト役・リード役に徹したが、これが竹原市に意識や考えの変化をもたら

した。これまでの「道路施設」ではなく「まちづくりの拠点」としての道の駅の整備に導いた改革とは一体どん

なものだったのか。 

 

◆◆取取りり組組みみ概概要要･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  

●取り組みの目的 

道の駅を「まちづくりの拠点」として、整備・活用する 

●取り組みの内容 

・「道の駅等整備事業」：施設コンセプトの確立、実施設計、内装設計等 

・「地域の特産品開発」：地域資源の掘り起こし、ブランド化 

●取り組み主体 

・地域住民（農・畜産業者、飲食店経営者等） 

・地域力創造アドバイザー：中澤
なかざわ

さかな氏 

・地域ブランド開発プロデューサー：大田
お お た

俊
とし

夫
お

氏 

・外部講師 

・竹原市役所 
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「道の駅整備による地域活性化」
まちづくりの拠点となる道の駅整備による観光振興と産業活性化 

総務省地域力創造アドバイザーを活用した 

道の駅を起爆剤とした地域活性化 

出典）竹原市資料

地域力創造アドバイザーの紹介

中澤さかな（なかざわさかな）氏 

道の駅「萩しーまーと」の駅長。（株）リク

ルートを早期退職後、全国公募で萩市に

移住、同駅の開業に携わり、現在は駅長

を務める。同駅の年商規模は 9 億円、利

用者数は年間150万人と全国の駅の中で

もトップクラス。 



 

◆◆取取りり組組みみ体体制制･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  

竹原市

外部講師

地域力創造アドバイザー：中澤さかな氏
・考える材料・きっかけの提供
・ノウハウの提供
・幅広い人脈の紹介

生産者、飲食店経営者等

＜観光文化室＞

・道の駅整備の企画・調査
・地域の特産品開発

・協力依頼

・連携・協力
・専門的なノウハウの提供

地域ブランド開発プロデューサー：大田俊夫氏
・アイデアの提供
・幅広い人脈の紹介

・「じゃらん中四国」編集長
・企画・デザイン会社「ウェイヴインターナショナル」
・（株）リクルート ／等

＜建設課＞

・ハード整備

 
 

◆◆取取りり組組みみののポポイインントト･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････  

１．道の駅の基本設計の大幅な変更 

商業施設としてのグランドルールをふまえ、「稼ぐことのできる」スペース、すなわち営業

面積を拡大し、アクセスの良いところに配置する等、設計図の変更が行われた。 

２．「筋の通った」道の駅とするためのコンセプトの立案 

道の駅が商業施設として採算をとるためには、地域の特色や資源を活用した「筋の通った」

道の駅とする必要がある。そのためのコンセプト立案に向け、中澤氏よりツールの提供や

外部講師の紹介があった。 

３．「外の目」による地域資源の価値の発見 

地域資源を掘りおこした後、地域ブランド開発プロデューサーという「外の目」が入るこ

とにより、その資源の価値が見出され特産品の開発に結びついた。 

４．外部講師による専門的なレクチャー 

メディアを活用した PR、CI・VI の概念、外部人材の採用ノウハウについて、外部講師から

専門的支援を受けたことで、観光振興に役立つノウハウを習得することができた。 

*CI（コーポレート・アイデンティティ）とは、企業の独自性や個性を表現することで、VI（ビジュアル・アイデンティティ）はその一つの方法をさす。 

 

 
取り組みによる成果

・地域資源が発掘され、また、その価値が

見出されることにより生産者に活力が戻

った 

・地域活性化とは何か、それを実現する方

法を市職員が学んだことで、地域づくり

の展望ができた 

・市職員の人脈が広がった 

・「公共性」に対する市の意識や考えが変化

し、赤字を出してはいけないという認識

が生まれた 

・生産者や飲食店経営者等の市民を巻き込

んだ特産品開発の展開 

・道の駅における地場産品の販売、加工場

等による地場産品の開発、商社機能の展

開によるプライベートブランドの確立

・観光インフォメーション機能の充実 

・「竹のまちづくり」の 20 年間の蓄積を

活かした地域活性化 

今後の展望 

 

 

地域力創造アドバイザー派遣 広島県竹原市「道の駅整備による地域活性化」
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竹原市の概況 

 

陸・海・空の交流の拠点 

竹原市
た け は ら し

は、広島県の南央部に位置し、瀬戸内海

に面する、芸
げい

南
なん

地域、島しょ部との広域的な都市

圏の中核都市である。竹原港を有し、広島空港も

近い等、陸・海・空の交流の拠点となっている。

2005 年の国勢調査によると、総人口 30,657

人、一般世帯数 11,803 世帯。1980 年からの

人口推移を見ると、広島県、全国が増加している

のに対し竹原市は減少している。また、高齢化率

は 29.0％と、広島県や全国と比較して高くなっ

ている。 

豊かな自然環境を活かした農産物・加工農

産物の生産 

竹原市の産業別就業者数の割合を見ると、広島

県や全国に比べて、第１次産業の割合が高くなっ

ている。うち、約 9 割を占める農業では、農業粗

生産額の 34％を畜産が占めており、次いで米，

果実類，野菜類，花き，いも類等となっている。

しかし、生産者の減少・高齢化が課題となってお

り、農産物の低価格化がこれに追い討ちをかけて

いる。 

竹原市は、「誠
せい

鏡
きょう

」「竹鶴
たけつる

」「宝
ほう

寿
じゅ

」に代表され

るように酒造りも盛んであり、ニッカウヰスキー

の創業者、竹鶴
たけつる

政
まさ

孝
たか

の生家である「竹鶴酒造」を

はじめとする著名な酒造会社がある。また、瀬戸

内海の柑橘類によるオレンジマーマレードづく

りで、竹原市を創業の地とする（株）アヲハタの

ジャム工場もある。 

特色ある歴史・文化資源 

竹原市は、豊富な歴史・文化資源を有する市で

もある。平安時代に「竹原の荘」として京都・下

賀茂神社の荘園として栄え、「安芸の小京都」と

称されてきた。また、江戸時代には塩田で栄え、

多くの学者を輩出したことでも有名であり、戦時

中に毒ガスを製造していた大久野島は、現在は、

平和学習や環境学習の場になっている。上市
かみいち

・

下市
しもいち

には、江戸時代後期の町並みが残っており、

広島県内で初めての重要伝統的建造物群保存地

区に選定された。 

出典）竹原市 HP（2010/03/30 参照） 
http://www.takeharakankou.jp/access/ 

出典）総務省統計局；国勢調査

＜竹原市へのアクセス＞ 
■東京から 
 飛行機で広島空港まで約 1 時間半、 
 広島空港からタクシーで約 25 分 
■大阪から 
 ・新幹線で広島駅まで約 1 時間半、 
  広島駅からバスで約 1 時間 
 ・新幹線で三原駅まで約 1 時間 40 分、 
  三原駅から JR で約 40 分 

人口総数の推移

（1980年時点を100とした場合）
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取り組みの経緯 

 

道の駅の「まちづくり拠点」としての整備 

豊かな自然環境を有し、多くの歴史・文化資源

や地場産品、景観といった豊富な観光資源をもつ

竹原市だが、2003 年頃より、伸び悩む観光客数

や観光消費額が課題として認識され、新しい取り

組みを検討していた。 

そんな中、広島県警の移設に伴い、竹原市の大

きな観光資源である上市・下市の町並み保存地区

の入口に大きな空き地ができることになった。

「この場所をどうにかまちづくりに活かすこと

はできないか」、市は県からこの空き地を買い上

げ“道の駅”を整備することにした。 

当初、市では、建設課が休憩スペースや道路情

報を提供する「道路施設」として、道の駅を整備

しようとしていた。しかし、億を超える大規模な

施設整備は、十数年に一度の出来事であり、道の

駅は、地元の特産品を発信する観光資源として注

目されている。そこで当時の建設課は、道の駅を

「まちづくりの拠点」として整備してはどうかと

企画政策課に持ちかけた。 

成功している道の駅から学ぼう 

「観光資源」「まちづくりの拠点」として道の

駅を整備する。しかし、そのためにはどうしたら

よいのか。道の駅は市内では他になく、広島県の

瀬戸内沿岸でも初めてという中で、どのような

“道の駅”にするのかグランドデザインを持って

いなかった。そこで、企画政策課が目をつけたの

が「地域力創造アドバイザー事業」である。人材

ネットの中には、道の駅の駅長を務めている人が

何人かいたことから、同事業に応募し、成功事例

のノウハウを学ぶことにした。 

地域力創造アドバイザー事業の事務局となっ

たのは、観光文化室。同室は、元々は、企画政策

課の観光振興室として 3 名の職員体制だったが、

行政が資金も人材も活用して積極的に観光振興

に取り組まなくてはならないとの思いから、観光

振興と文化財関係を所管する部署として 2006

年に観光文化室として誕生し、5 名の職員体制と

なった。このように、観光振興に取り組む庁内体

制も整いつつある中で、地域力創造アドバイザー

を受け入れることになったのである。 

竹原市の入込観光客数と観光消費額の推移
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出典）竹原市資料

↓2004 年頃まで、入込観光客数、観光消費額、ともに
増減はあるものの、ほぼ横ばいとなっている。 

↓道の駅建設予定地の近くに位置する、上市・下市の
町並み保存地区。江戸時代後期に製塩業や酒造業
で栄えた屋敷や寺等が残る、竹原市を代表する観
光スポットの一つである。 

出典）竹原市資料

  地域力創造アドバイザー派遣

 
広島県竹原市「道の駅整備による地域活性化」

 



 

3 

採算のとれる商業施設としての道の駅整備 

竹原市に派遣されたのは中澤
なかざわ

さかな氏。山口県

萩市
は ぎ し

の道の駅「萩しーまーと」の駅長を務める彼

は、（株）リクルート出身。早期退職後に萩市に

移住し、「萩しーまーと」の立ち上げに関わり、

コンセプトの立案から基本設計まで携わった後、

開設後は駅長として運営を担っている。「萩しー

まーと」は、年商規模 9 億円、利用者数は年間

150 万人を誇る全国でもトップクラスの道の駅

で、地産地消拠点・地域活性化拠点として各方面

から注目され、年間 50 件以上の視察グループを

受け入れている。中澤氏は、ほかにも、一次産品

のブランディング、ブルーツーリズムの開発、地

域物産の都市部販路拡大、地域出版事業、地域情

報の発信事業、観光資源開発事業といった地域振

興に関わるプランニングや運用事務を当事者と

して実践してきた。この「当事者」としての経験

が後々の竹原市の道の駅設計に大いに活用され

ることになる。 

アドバイザーとして派遣された中澤氏が指摘

したのが、「道の駅」の基本設計方針の見直しで

ある。中澤氏は、幹部（市長・副市長・部長）会

議で、全国各地で社会資本的に整備された道の駅

がいかに地域の負担になっているかを分析、説明。

当時作成していた基本方針では、社会資本整備の

ための“道の駅”に過ぎないと説明した。中澤ア

ドバイザーの指摘により、市として再度“道の駅”

の基本方針を見直し、採算のとれる商業施設にす

るという方針が定着した。竹原市観光文化室の

河村
かわむら

貴
たか

雄
お

氏は、「中澤さんのアドバイスで図面も

考えも全部変わった。ちょっとした革命だったと

思います。」と語っている。こうして、ただの社

会資本整備としての“道の駅”ではなく、商業施

設さらにはまちづくり、地域振興の拠点としての

道の駅の整備がはじまった。 

 

 

 

 

出典）総務省 HP「地域人材ネット」（2010/03/30 参照）  http://www.soumu.go.jp/ganbaru/jinzai/index.html

↓中澤氏が駅長を務める「萩しーまーと」 
2001 年 4 月開業。萩漁港に隣接している。萩を中心と
する地元産食材にこだわり、安全・安心な食材を低価
格で提供し、城下町・萩の食文化を発信している。 

↓中澤氏は、萩市で、道の駅の整備以外にも、様々な地
域振興に関わるプランニング・運用実務を実践してお
り、真ふぐ等の一次産品のブランディングもその一つ。



 

4 

 
現在の取り組み 

 
現在は、道の駅の整備等を進める一方で、道の

駅を核とした地域活性の主要コンテンツとなる

地域の特産品の開発を進めている。 

 

【08 年度】 

地域資源の掘り起こし、コンセプトの仮説立案 

2008 年度は、まず、道の駅の基本設計の見直

しに着手。中澤アドバイザーの推薦する他市の道

の駅の視察研修を行った。次に、地域資源の掘り

起こし、情報の集約を行いコンセプトの仮説立案

を行った。歴史もあれば食もある、ターゲットと

しては地元住民もいれば観光客もいるという幾

つかの方向性が描かれた。また、これをもとに、

運営主体や管理運営手法の検討を行い、地域の特

産品開発に向けて、市職員と生産者、生産者間の

横のつながりをつくるための顔合わせの場を設

け、地域資源の共有を図った。 

 

 

【09 年度】 

特産品開発の具体化、コンセプトの方向付け 

2009 年度からは、地域ブランド開発プロデュ

ーサーを全国公募で募り、7 月に大田
お お た

俊夫
と し お

氏が就

任した。大田氏は、（株）全日空エンタプライズ

出身、リゾートホテルの建設から運営まで携わり、

企画からオペレーションまでを熟知する人物で

ある。さらに、（株）ANA ケータリングサービス

では機内食を手がけていたことから、食にも精通

しており、その関係の人脈ももっている。 

大田氏と市職員の河村氏で、地域の特産品開発

に向け、生産者を交えた検討や販売ルートの開拓

を行っているのが、「ブランド」と「名産品」の

２本柱である。「ブランド」とは、地場産品に付

加価値をつけてブランド化し産業として成り立

たせるもの、「名産品」は B 級グルメやお土産の

産品開発を想定している。これらの取り組みが進

む中で、道の駅のコンセプトとして「グルメ」と

いう方向性が明確になりつつある。 

また、道の駅の開設に向けては、シンボルマー

クやロゴデザイン、HP の立ち上げも検討中である。 

←↓竹原市道の駅のパース 
名称については、市広報誌、ホームページ、新聞
等で募集をかけ、「道の駅たけはら」に決定した。

出典）竹原市資料

  地域力創造アドバイザー派遣

 
広島県竹原市「道の駅整備による地域活性化」
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取り組みのポイント 

 

道の駅の基本設計の大幅な変更 

2008 年度に中澤氏が地域力創造アドバイザ

ーに着任して、基本設計方針見直し後、道の駅の

設計図が変更された。 

中澤氏が指摘した中でもっとも重要なポイン

トだったのが、営業面積の小ささである。営業面

積とは、飲食や物販のことで、言わば「稼ぐこと

のできる」スペースである。これらの面積を広く

し、かつアクセスの良い場所にゾーニングする必

要がある。そこで、基本計画を変更し、営業面積

を 20％から 40％に変更、カフェも 2 階から 1

階に移動させ、単価を高めるために食事中心の飲

食スペースに変更した。そのほかにも、中澤氏の

「萩しーまーと」という現場での経験から指摘を

受けて見直しが行われた。こうして、道の駅は早

速ハード面での改革が行われたのである。 

 

 

「筋の通った」道の駅とするためのコンセプ

トの立案 

2008 年の11 月に、中澤氏が駅長を務める「萩

しーまーと」と熊本県小国町
おぐにちょう

の「小国ゆうステー

ション」の視察研修を行った後、中澤氏は市職員

に竹原市の道の駅のコンセプトを尋ねた。そのと

きに、市職員が答えたのは、「防災拠点」「上市・

下市の町並み保存地区のゲートエリア」。これに

対し、中澤氏は「それはコンセプトではなく役割」

と一蹴したという。 

道の駅が商業施設として採算をとるためには、

地域の特色や資源を活用した「筋の通った」道の

駅とする必要がある。そこで、市職員が問われた

のは、「道の駅で何がしたいのか？」ということ

である。そこから、道の駅を特色あるものとする

ためのコンセプトを立案することになった。 

しかし、市職員はコンセプトの立案等したこと

がない。そこで中澤氏は、立案に向けてのツール

の提供や専門家の紹介を行った。

↑道の駅の変更前と変更後の平面図 
変更後は、カフェが飲食スペースに変更になり、アクセスしやすい１階に移動されている。また、事務
室が追加され、搬入路が確保される等、現場経験者ならではの指摘が活かされている。 

出典）竹原市資料
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 両極端のコンセプトをもつ２施設の

視察 

2008 年度に視察を行った「萩しーまーと」と「小国ゆう

ステーション」は両極端のコンセプトを持っていた。 

「萩しーまーと」は、「萩の台所」と称されており、訪問

者の 6～7 割を占める地元利用者のスーパーマーケッ

トとしての役割を果たしている。一方で、県外の人にも

受けるメニューがあり、そのバランスがうまくとれてい

るという印象を持ったという。 

一方、「小国ゆうステーション」は、地元の高齢者等が

訪れるサロンのような役割を果たしており、公共施設

としての色彩が強い。 

２つの道の駅に対し、中澤氏は、どちらがよいという

意見はしなかった。両極端のコンセプトを提示すること

で、とりうる選択肢の範囲を示した上で、竹原市の自

由意思に決定させた。「指導する」というスタンスでは

なく、アシスト役・リード役に徹することで、市担当者に

当事者意識を持って取り組んでもらうことは、中澤氏

がアドバイザーとして留意していた点であり、こうした

ところにも彼のその姿勢が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

「外の目」による地域資源の価値の発見 

コンセプトを立案するためには、まず地域資源

を掘り起こす必要がある。そこで、市職員に提供

されたツールが「産品資源整理シート」である。 

これは、掘り起こした地域資源を、そのスペッ

ク（生産量・価格・供給体制・独自性・特徴ほか）

とともに整理するものである。これにより、地域

資源の情報が統一基準で管理できるようになり、

地域資源の優先順位付けや産品開発の検討をス

ムーズに進めることができる。 

2008 年度に、このシートに集約された地域資

源は、2009 年に地域ブランド開発プロデューサ

ーの大田氏が関わり始めてから、大いに活用され

ることになる。現在、大田氏と市職員の河村氏が

地域の生産者とともにブランド化に向けて取り

組んでいるのが「吉名
よ し な

じゃがいも」と「小吹
こ ぶ き

たけ

のこ」である。特有の甘みがある「吉名じゃがい

も」や、甘みの強い「小吹たけのこ」は、シート

には集約されていたが、それらにブランド化の可

能性を見出したのは大田氏が関わるようになっ

てからだったという。大田氏という「外の目」が

入ったことで、地元の市職員が気づかなかった地

域資源の価値が発見されたのだと言える。 

↓産品資源整理シートの一例 
その商品の特徴のほか、産品や産品を使った料理、生産地の様子まで写真が入る等、ビジュアル面での訴求
力ももつ資料となっている。2008 年度は十数品の情報集約を行った。

出典）竹原市資料

 

  地域力創造アドバイザー派遣 広島県竹原市「道の駅整備による地域活性化」
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 地域住民のニーズ把握も重要 

道の駅の整備を「役所の事業」ではなく「地域の事業」

とするためには、一般市民のニーズも把握する必要

がある。そのために過去に開催された地元住民との

ワークショップでの様々な意見を参考にした。また、新

たに中澤氏から提案のあったのが、「道の駅に期待す

るコンテンツ」についてのアンケートの実施である。 

対象は、市職員や観光協会等の女性を主なターゲッ

トとし、一般市民としての観点から回答してもらった。

設問は、自由回答形式で幅広い内容となっており、タ

ーゲット、商品、競合、イメージ戦略、雰囲気づくり、運

営体制、道の駅を整備する意義について、ひらめいた

ものや連想するものを回答していくという構成となって

いる。これにより短期間で多くのアイデアや意見を集

約することができ、コンセプト立案にも役立てることが

できた。 

 

 

 

 

 

 

外部講師による専門的なレクチャー 

道の駅の整備や地域の特産品開発にあたって

は、中澤氏のはからいにより、それぞれの場面に

応じて、「じゃらん中四国」の編集長、企画・デ

ザイン会社「ウェイヴインターナショナル」、（株）

リクルート等が外部講師として関わった。 

2008 年11 月に行われた地域の特産品開発に

向け、市職員と生産者の顔合わせの場では、「じ

ゃらん中四国」の編集長が同席し、メディアを活

用した商品やサービスの PR についてレクチャー

を行った。 

企画・デザイン会社「ウェイヴインターナショ

ナル」からは、統一したマークやデザインを活用

することの効果等、CI や VI の概念のレクチャー

を受けた。 

地域ブランド開発プロデューサーの大田氏の

採用にあたっては、（株）リクルートから、人材

を見る際のポイントや面接選考の方法等、採用ノ

ウハウの提供を受けたという。 

↓「道の駅に期待するコンテンツ」アンケート 
アンケートというよりは、考えていることや連想される言葉等、
思いついたことを自由に書き込むもので、「単語のみでも OK」
と自由な発想を引き出す工夫が見られる。 

 

出典）竹原市資料

 

↓「じゃらん中四国」編集長のレクチャーの様子 
情報媒体を扱う立場からのレクチャーを受けるこ
とで、情報発信や PR の重要性を学んだという。 
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このような外部講師のレクチャーにより、市職

員には専門的なノウハウが身についたという。こ

こで得られたマーケッターとしてのテクニック

や情報発信のための各種メディアの活用方法は、

今後の観光振興にも役立つノウハウである。 

 

 「ＣＩ」「ＶＩ」とは？ 

CI とは「コーポレート・アイデンティティ」のことで、企業

の独自性や個性を表現すること。企業価値のブランド

化に向けた経営戦略の一つである。 

VI（ビジュアル・アイデンティティ）は、その一つの方法

で、視覚的にその企業を表現すること。ロゴやシンボ

ルマーク等のデザインを、一定のルールの下で広告

物や印刷物等に展開することで、企業ビジュアルを統

一し、消費者等に企業イメージを認識させるのがねら

い。 

これらの概念をもとに、竹原市の道の駅の独自性や

個性を、視覚的に表現するためのシンボルマークや

ロゴデザインの検討が進められている。 

 

 

 
 

 
取り組みの成果 

 

広がる人脈、積極的な外部人材の活用 

中澤氏からの紹介で専門的なレクチャーを行

った外部講師は、市に対し専門的なノウハウを提

供しただけでなく、人脈の広がりという効果もも

たらした。 

市では、観光に関する専門家を招いて、生産者

や飲食店の経営者にアドバイスをもらうセミナ

ーを開催しているが、「じゃらん中四国」編集長

からの紹介で、「じゃらん北海道」の元編集長の

ご当地グルメプロデューサー：ヒロ中田
な か た

氏が講師

として招かれた。その他にも、市職員の河村氏は

中澤氏の講演等、機会があるたびに様々な方の紹

介を受け、その人脈はますます広がりを見せてい

るという。市職員が様々な民間の専門家等とつな

がることは、今後の取り組みに大きな可能性を与

えているといえる。人脈が広がる中で、取り組み

は今後ますます発展していくことだろう。 

  地域力創造アドバイザー派遣 広島県竹原市「道の駅整備による地域活性化」

 

↓観光に関する専門家を招いてのセミナーの様子 
１年前から生産者や飲食店の経営者等との関係づくりを行い、開催にあた
って、市から声をかけた。質疑応答の際には、参加者から多くの質問が出
て、彼らの熱意が感じられた。 

 

出典）竹原市資料 
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地域資源の掘り起こし、生産者も元気に 

地域特産品の開発の取り組みの中で、様々な地

域資源が発掘され、その価値が見出されているこ

とは、道の駅にとどまらず今後の観光振興におい

て一つの大きな成果である。地域資源の掘り起こ

しや、それを活用した産品の開発は、竹原市全体

の観光振興を図る施策の中で、「観光資源・拠点

の再評価とブラッシュアップ」「新たな観光資源

づくり」と位置づけられている。 

また、河村氏と地域ブランド開発プロデューサ

ー大田氏が生産者とともに取り組む中で、生産者

に活力が取り戻されている。自身の生業により生

まれる産品が地域資源として地域内外に発信さ

れることで、誇りを取り戻しているようだ。 

 

 

たけのこ生産者 

佐渡
さ ど

文武
ふみたけ

 氏 

 

「元気になってきましたよ」 

Ｑ．たけのこのブランド化に向けて、どんな取り組みをされていますか？ 

格安の中国産が入ってくるので、これまで国産の占める割合はかなり低か

ったんです。それが、食の安全に対する関心が高まり、国産が見直されて

きた。そこに市から話があって、これはいいと思い関わるようになりまし

た。東京の築地・大田市場の仲買人が大田氏の知り合いということで、現

在、出荷ルートを開拓するため、テスト出荷をしようとしています。 

たけのこは、「湯を沸かして堀りに行け」といわれるほど鮮度が重要です。

そこで、河村さんと大田さんが、朝収穫して夜に持っていけば翌朝には市

場に出せるよう物流の手はずも整えてくれています。 

Ｑ．ブランド化に関わってどうですか？ 

いいたけのこを生産しているという自負はありますが、これまで東京に出

荷するなんてありませんでした。1 割だけ収穫される、色や形のいい特選

品があるのですが、高いからという理由で以前は出荷できなかった。それ

を今回、東京の市場に出荷できるということで、生産者として喜んでおる

んですよ。 

生産者も高齢化していますから、将来の展望は細うなるばっかしでした。

生産者同士で、数年でこの畑もだめになってしまうと話しておったんです。

そこに、この話をいただいたので、元気にならなあかんと思っていたら、

ほんとに元気になってきましたよ。 

Ｑ．今後の展望をお聞かせください。 

最盛期の 70～80t だった生産量は、現在は 20t、畑も最盛期の 3 割程度

しか管理されていません。残りの土地は担い手不足で管理の手が届かない

ので、たけのこはイノシシの餌になっています。でも、担い手が確保でき

れば、それだけ生産量が増やせるということです。 

最近、農家の息子世代が週末に帰ってきて手伝っているのをよく見かけま

す。好きで土いじりしているようなので、そういう世代が U ターンしてく

れればと思っています。 

 

たけのこといえば、この方、まちの

有名人である。テレビにも何度も

取り上げられている。自身の生産

するたけのこやブランド化に向け

た意気込みを語る姿は、80 歳とは

思えないほど、はつらつとされて

いる。 
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「公共性」に対する市職員の意識の変化 

市職員の河村氏は、中澤氏というアドバイザー

に出会っていなかったら、「道の駅はただのハコ

モノになっていたかもしれない」と語る。 

「公共施設は儲かるものであってはいけない

と思っていた。でも、それは『公共性』という大

義名分に甘えていたのかもしれません。」と河村

氏。仮に儲からない道の駅を整備したとして、そ

の赤字を市民の税金で補填するのが公共サービ

スといえるのか。そう中澤氏に問われた時に、ハ

ッとしたという。もちろん民間を圧迫するほどの

儲けはできない。しかし、赤字を出すことは、結

局は市民のためにはならないということに気づ

いた。これは、まさに青天の霹靂だったという。 

 

 

 

 

 

 

「地域活性化」とは何か 

中澤氏から学んだのは、道の駅を整備するにあ

たっての考え方やノウハウだけではない。「地域

活性化」とは何かについても学んだという。河村

氏が今考える「地域活性化」とは何か聞いた。 

「地域活性化とは外貨を獲得すること。外で動

いているお金をいかに市内に呼び込むかという

ことです。地場産品を販売する施設が収益をあげ

れば、雇用が生まれる。雇用が生まれれば、若者

の人口流出を防ぐことができる。一方で、産品の

売り上げが伸びれば、それを生産する第１次産業

が発展する、生産者が元気になり、後継者の育成

にもつながる。こうした波及効果を生み出してい

くことだと思います。」 

地域活性化とは何か、さらにそれを実現するた

めの方法を学んだことで、市職員の意識は道の駅

の整備にとどまらず、道の駅を一つの資源とした

地域づくりの展望に広がりを見せている。 

 

 

竹原市観光文化室 

河村
かわむら

貴
たか

雄
お

 氏 
 

「アドバイザーに非常に恵まれた」 

Ｑ．「萩しーまーと」を視察していかがでしたか？ 

その活発な状況に感化されました。道の駅は、ただの道路施設ではなく、地域振興の

拠点としての可能性があることに気づきました。 

また、視察の際には、萩市職員との交流もあったのですが、若手の職員に中澤さんが

慕われている様子を見て、この人は自分たちを鍛えてくれると思い、信頼が深まった

のを覚えています。 

Ｑ．アドバイザー派遣を受けてどうでしたか？ 

我々はアドバイザーに非常に恵まれたと思います。中澤さんは、指示するのではなく、

私たちが主体的に取り組むことができるよう導いてくれました。人間的にも包容力が

あり人徳がある人です。講演等で広島にいらっしゃった時には、いつも声をかけてく

ださって、色々な方を紹介してくださいました。役所の書類上だけではない、本当の

悩みを相談することができました。 

Ｑ．河村さんご自身は、竹原市をどんなまちにしていきたいですか？ 

若い世代の交流人口を拡大したい。団塊世代の U ターンだけでなく、若者が集まれ

ば、サークル活動や様々なお店ができて、若いコミュニティが形成されて、まちが若

返ります。 

中澤さんいわく、市役所の若者に活躍を期待したいそうです。確かに彼らの多くは一

度、市外に出た経験もあり、外の世界を知っているからこそ気づいている竹原の魅力

があると思います。そういう若者らで団結して竹原市を盛り上げていきたいですね。
 

道の駅という「最大のチ

ャンス」をいかすため、

日々奔走している。元民

間人である彼が中澤氏

から受けた影響は大き

い。道の駅から広がる

様々な展望を、持ち前の

熱意と吸収力で、いかに

実現していくかが楽しみ

である。 

  地域力創造アドバイザー派遣 広島県竹原市「道の駅整備による地域活性化」
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今後の展望 

 

地域住民をまきこんだ特産品開発へ 

道の駅については、2010 年秋の開設に向け、

シンボルマークやロゴデザインを決定し、参画企

業も募っていく予定である。マーケティングを行

い、消費者のニーズや商品の売れ行き動向を把握

し、ソフト面での設計に反映させていく。 

地域特産品の開発においては、市と生産者のネ

ットワークができつつあり、前述のセミナーの開

催により、生産者や飲食店同士のつながりも生ま

れている。セミナーでは、出席する生産者や飲食

店経営者が、熱心に講師に質問する姿も見られ、

今後は、彼らが積極的に参加することにより、地

域住民との協働による取り組みの展開が期待で

きると言えよう。 

特産品開発は地場産業の活性化へ 

地域特産品開発の取り組みは、地場産業の活性

化を図る取り組みへ拡大していく。 

まず、短期的には「ブランド」の対象となって

いるたけのこについて、通年での出荷を可能とす

るために、加工場をつくり水煮を生産する。河村

氏は、「生産者が高齢化しているので、早く産業

として育てたい。１～２年の間には実現したい。」

と語る。 

また、その他の資源についても、市内には加工

場がないため、早い段階でそうした施設をつくり、

そこを利用してもらうことで、生産者の意欲を高

め産業としての成長を図ろうとしている。 

たけのこの出荷が軌道に乗り、需要が高まれば、

それに対応できる生産土壌はあることから、長期

的には後継者の育成や竹林荒廃防止になるので

はないかという展望ももっているという。 

将来的には、道の駅における地場産品の販売、

加工場等による地場産品の開発、さらにネット販

売等を取り扱う商社機能の展開、これらを一体的

に運営しながら、プライベートブランドを展開し

ていきたいと考えている。これによりまちづくり

の拠点を形成し、それを核とした地場産業の活性

化を図ろうとしている。 

観光インフォメーション機能の充実 

道の駅は、竹原市第 5 次総合計画の中で、「市

内観光のゲートエリア」として位置づけられてお

り、市は観光インフォメーション機能の充実を方

針として打ち出している。 

出典）竹原市資料

←↓ブランド化に向けて取り組まれている「小吹たけのこ」 
あまみが強く、新鮮な掘りたてのたけのこは、刺身としても食される。 

→同じく、ブランド化に向けて取り組まれている「吉名じゃがいも」 
特有の甘みがあるが、Ｓサイズのものは規格外で系統出荷できない。 
そこで、大田氏の人脈を活かし、ホテルなどでの活用を模索している。 
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これまでにも観光マップの作成等、情報の収

集・発信は行われてきたが、それは飲食店等の有

志が作成したもの等、全てがオーソライズされた

ものではなかった。アドバイザー事業や、それを

きっかけとした様々な専門家との対話のなかで、

市は、地域の観光資源を活かすには、公認された

共有情報として発信されることも必要であると

いうことを学んだ。 

そこで、観光マップをつくるための公募事業に

取り組むほか、2008 年度に産品資源整理シート

により集約された地域資源をブラッシュアップ

する取り組みも展開している。2009 年度は、大

学生の協力を得て新たな掘り起こしを行ってお

り、ゆくゆくは HP 等で公開できるものにしてい

くという。 

地域資源の掘り起こしとあわせて、こうした観

光インフォメーション機能の充実を図ることで、

観光・交流人口の拡大を図り、I ターン・U ター

ンを促進していく。 

「竹のまちづくり」は新たなステージへ 

竹原市では、これまで 20 年以上もの間、たけ

のこの生産や竹工芸等を通じて、「竹のまちづく

り」を進めてきた。過去には、竹文化振興協会の

竹原支部があり、このボランティアで取り組まれ

てきたものもある。 

その成果として、たけのこの産地としての知名

度も獲得し、品質の良い産品、それを生み出す生

産者も育まれてきた。人・モノ・ブランドという

多くの資源が蓄積されてきたのである。 

たけのこ生産者の佐渡
さ ど

文武
ふみたけ

氏は、「竹のまちづ

くりは、これまでボランティアで進められてきた

が、次は産業として活性化して収益をあげ、まち

づくりにつなげる段階に入ったのだと思う。」と

語る。20 年以上の蓄積を、道の駅をきっかけに

どう産業化していくか。河村氏が「地方都市にと

っては滅多にないチャンス」と語る道の駅の整備。

これを起爆剤として、今まさに観光振興や産業の

活性化における大きな進展を図ろうとしている

のである。 

アドバイザー事業により、地域活性化のもとと

なる人やモノという資源を発見し、それを魅力あ

る商品やサービスにするための、ノウハウや人脈、

市と地域住民の協働の関係、意識や活力を身に付

けた彼ら。道の駅という竹原市を代表するゲート

エリア、「まちづくりの拠点」から、それらをど

のように爆発させるのか、今後の展開が楽しみで

ある。 

↓竹原市の豊富な観光資源の数々。長い歴史の中で育まれたこれらの資源をいかに活かしていくかが重要である。 

 

出典）竹原市 HP（2010/03/30 参照） http://www.takeharakankou.jp/guide/

↑市重要文化財 森川邸 

 
↓「春風館」 「復古館」頼家住宅 

 

↑お抱え地蔵 

 
↑藤井酒造酒蔵交流館 

 
↓黒滝山 

 
↓石風呂温泉 
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